
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

　今後も県民のスポーツに対する興味・関心を高め、本県のスポーツ振興を図るため、各種スポーツ大会等への助成を引き続き行うととも
に、総合型地域スポーツクラブの育成・支援等、身近なところでスポーツに親しめる環境整備を推進す。

目標に対
する成果
の状況

　県の週１回以上運動・スポーツ実施率は昨年の45.1％から４％上回った（全国的には2.1％の増）。１年間一度もしない人の割合について
は４年連続11.5～11.8％の間で推移しており大きな変化は見られない。この割合をゼロに近づけるためにスポーツ無関心層へのアプロー
チが必要であると考える。

 概算事業費（B（A）+C） 12,728 20,491 12,691

791 791

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10

828

11,900 19,700

Aの
財源

19,700 11,900

0 0 1,000

11,900 19,700 10,900

負担先（第37回北信越国民体育大会実行委員会） 10,000

長野マラソン負担金 負担金

補正予算

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

運動・スポーツ実施率

成果目標の達成状況

項目 H26末

47.4%

8,000

（当初） （決算） （当初）

各種大会等負担金 負担金 負担先（信濃毎日新聞社、長野県日中スキー交流委員会） 700 700 1,700

3 スポーツの振興 実施期間 H24 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

県が主催者であり、一定の金銭的負担が必要であるため。

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-3 生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮ら
し実現総
合戦略

信州創生の基本方針

事業番号 15 09 07 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 社会体育関係負担金 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・局・室 スポーツ課

　各種スポーツ大会の開催により、県民の運動・スポーツへの関心を高め、運動・スポーツ実施率の上昇を目指す。

○各種スポーツ大会の開催が、運動・スポーツに関心を持つ者の増加に貢献している。

北信越国体負担金 負担金

19,700 11,900

合計（A) 11,900
45.1%

29年度

当初予算 11,900

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績
H28 H29

合計 19,700 19,700

61.6% 49.3% 未達成 65.0%

11,900

○運動・スポーツ実施率（成人の週１回以上運動・スポーツを行う者の割合）　・・・平成29年度までに65.0％
　　H28は、基準年（H24）から毎年3.3ポイントずつの上昇を目指し、61.6％とする

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

10,000 2,200

負担先（長野マラソン大会組織委員会） 9,000 9,000

施策展開


